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を得ている｡ この値は Vicsek等のシュミレーションでも可成 りよく再現されている｡
一九 高安,西川3)はより単純化された類似のモデルのシュミレーションを行い,サイズ分
布が漸近的に巾分布に従 うことを兄い出した｡彼等は理想化の手段として,クラスターは形状
















xi+Xj J -- x i+) (4)
は,この formalism に則 り, 系の時間発展を表す generatingfunctionalを次の式で表すことが
できる｡
Z-用 D%kD¢keXpト (W + Winl )i0
喝- /ddrdt写七%k(碁-DA)Qkl




但し, め_,令.は翫 -merの生成,消滅に対応し,喝,Wintは たee及び interactiveな ｡ction でa )
ある｡ ここで注目したいのは(5b)式である｡ (5b)式は通常の dimlSionpropagatorで
あるが,ik狛 こ比例する項がなく,masslessfom になっている｡ 通常, massが相関距離の
逆数を表し,masslessは臨界点に対応していることを考えると, (5b)は自動的に臨界的な
振舞を保証すると云ってよい｡実際,拡散過程は数学的には平均自由行程が零の極限で定義さ
れ,種々の self･similarity を持ち, longtimetailを持つ事からもこのことは首肯される｡従
って不可逆凝集のスケーリングの由来はこのことが原因になっていると言ってよい｡(因みに







吐 一号i.,==kKり･C乙0, - k,E=1Kk,C,
()○
∂≠ (6b)
が得られる｡ これは actionformalismの正しさを支持 している｡ また臨界次元は,この場合
(6b)の正当性の臨界を与えるが,Kり/D(Dは拡散係数 )が摂動の展開パラメータとなっ
ていることから
dc - 2 (7)
を得る｡ 既述の様に,この結論は高安等3)4)の推定を却下しており,彼等の誤 りは臨界次元に
於ける logarithmiccorrectionを考慮しなかったものによると思われる｡







と等価になる｡ Xはクラスター1個を表 している｡このとき系の記述は(8)の第 1式で表される
actionに, Legendre変換で sourceの効果を定義でき,effectiveaction
<
r - W/- hM
- W′- hJdr′鳥 dT令(I:I) (9)
を得るo 但しW′は(5.a)(5b)でK -K,¢k- ¢ 等としたものであるo このとき,分り
布関数のラプラス変換が















まり, (3a)(3b)を与えるO 他にも臨界緩和の指数 Aが
｣-2- T 3日覇
という関係式で得られる｡ 最後のものは実は Scheidegger'sriverpatternの seTf-affinity の指数
を与えることも筆者によって示された60)
こうした場の理論を用いた手法は,応用性が広い｡そのひとつとして,高安等4)によってシ
ュミレー トされた L6vyflight による凝集系を考えてみた0L6vyflightは Fーourier成分が
;,I /,,, =J' j,









































中央大 ･理工 大 槻 弘 幸
Ⅰ. 格 子 DLA及 び格 子 一 般 化DLAに お け るerossover
2次 元 のDLAにつ い て 計 算 機 シ ミュ レー シ ョ ンが行 わ れ 始 め た 頃､ 得 られ たDLA
パ タ ー ンは そ れ が 構 た わ る格 子 の形 に は依 存 せ ず に ほ ぼ等 方 的 にな る と考 え られ て
い た｡ しか しそ の 後､ 粒 子 数 が4×106に も及 ぶ シ ミュ レー シ ョ ンI)が正 方 格 子 上 で
行 わ れ る と､ で きた パ タ ー ンは十 字 形 を して お り明 か に格 子 の形 に依 存 して い る こ
とが わ か った. ま た､ も っ と小 さな パ ター ン (粒 子 数 10J程 度 ) で も､ い くつ か の パ
タ ー ンを重 ね 合 わ せ る こ とに よ って､ 基 本 的 な 形 は異 方 性 を 持 って い る ことが わ か
っ た ｡ l)
I.1 スケ ー ル理 論 か らの予 想
-43-
